
禅
僧
に
お
け
る
生
死
観

曹
山
本
寂
の

三
種
堕

を
め
ぐ
っ
て

小

早

川

浩

大

駒
沢
女
子
大
学

１

は

じ

め

に

禅
僧
が
接
化
に
用
い
る
手
段
に
機
関
が
あ
る
。
修
行
者
は
師
か
ら
こ
れ
に
よ
る
接
化
を
受
け
、
そ
れ
を
機
縁
と
し
て
生
死
を
超
克
せ
ん

と
す
る
の
で
あ
る
。
様
々
あ
る
機
関
の
う
ち
、
曹
山
本
寂
（
八
四
〇
〜
九
〇
一
）
が
示
し
た
と
さ
れ
る

曹
山
三

１
種
堕

（
以
下
、

三
種

堕

）
は
、
修
行
者
と
し
て
の
三
つ
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
南
泉
普
願
（
七
四
八
〜
八
三
四
）
の

異
類
中
行

と
も
関
連
し
な
が
ら
、
曹
山
の
家
風
を
踏
ま
え
、
後
に
体
系
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
成
立
と
解
釈
を

確
認
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
南
泉
、
曹
山
の
生
死
観
に
つ
い
て

察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

２

南
泉
の
異
類
中
行
と
水

牛

ま
ず
、
南
泉
の

異
類
中
行

を
確
認
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

祖
堂
集

（
九
五
二
）
に
見
え
る
以
下
の
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。

師
毎
上
堂
云
、

近
日
禅
師
太
多
生
、
求
一
箇
癡
鈍
底
不
可
得
。
阿

諸
人
莫
錯
用
心
。
欲
体
此
事
、
直
須
向
仏
未
出
世
已
前
、
都

一
二
三

禅
僧
に
お
け
る
生
死
観
（
小
早
川
浩
大



無
一
切
名
字
、
密
用
潜
通
、
無
人
覚
知
、
与
摩
時
体
得
、
方
有
小
分
相
応
。
所
以
道
、
祖
仏
不
知
有
、
狸
奴
白

却
知
有
。
何
以
如

此
。
他
却
無
如
許
多
般
情
量
。
所
以
喚
作
如
如
、
早
是
変
也
、
直
須
向
異
類
中
行
。

又
如
五
祖
大
師
下
有
五
百
九
十
九
人
、
尽
会

仏
法
、
唯
有

行
者
一
人
不
会
仏
法
、
他
只
会
道
。
直
至
諸
仏
出
世
来
、
只
教
人
会
、
道
不
為
別
事
。

（

祖
堂
集

巻
十
六

南
泉
和
尚

章
、
五
八
七
頁
、
禅
文
化
研
究
所
一
九
九
四

こ
こ
で
南
泉
は
、
言
語
分
節
以
前
・
無
分
節
の
と
こ
ろ
を
、
黙
々
と
密
か
に
、
人
に
気
づ
か
れ
ぬ
よ
う
に
行
じ
る

癡
鈍
底

で
あ
っ

て
は
じ
め
て
、
大
事
を
身
に
つ
け
る
の
に
相
応
し
い
と
捉
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

狸
奴
（
猫
）

や

白

（
白
牛
）

の
方
が
、
言
語
分
節
を

経
た

祖
仏

よ
り
も
無
分
節
な
る

そ
れ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
無
分
節
な
る

そ
れ

は

如
如

と
分

節
を
加
え
た
途
端
に
変
化
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
か
ら

直
須
ら
ず
異
類
中
に
行
く
べ
し

と
説
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
問
答
に
お
い
て
は
、

道
吾
到
南
泉
、
師
問
曰
、

梨
名
什
摩
。

道
吾
対
云
、

円
智
。

師
云
、

智
不
到
処
作
摩
生
。

道
吾
対
云
、

切
忌
説
著
。

師

問
曰
、

灼
然
。
説
著
則
頭
角
生
也
。

却
後
三
五
日
間
、
道
吾
与
雲
巌
相
共
在
僧
堂
前
把
針
。
師
行
遊
次
、
見
道
吾
、
依
前
問
、

智

梨
前
日
道
、
智
不
到
処
切
忌
説
著
。
説
著
則
頭
角
生
也
。
如
今
合
作
摩
生
行
李
。

道
吾
便
抽
身
起
、
却
入
僧
堂
内
。
待
師

過
後
却
出
来
。
雲
巌
問
道
吾
、

和
尚
適
来
問
、
何
不

対
。

道
吾
云
、

師
兄
得
与
摩
霊
利
。

雲
巌
却
上
和
尚
処
問
、

適
来
和

尚
問
智
師
弟
這
個
因
縁
、
合
作
摩
生

対
。

師
云
、

他
却
是
異
類
中
行
。

雲
巌
云
、

作
摩
生
是
異
類
中
事
。

師
云
、

豈
不
見

道
、
智
不
到
処
切
忌
説
著
、
説
著
則
頭
角
生
、
喚
作
如
如
早
是
変
。
直
須
向
異
類
中
行
。

雲
巌
亦
不
先

。
道
吾
念
言
、

他
与
薬
山

有
因
縁

。

（

南
泉
和
尚

章
、
五
九
九
頁

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、

智
が
到
ら
ざ
る
処

を
説
著
す
る
と

頭
角
生
ぜ
り

と
す
る
問
答
が
あ
る
。
言
語
化
し
て
し
ま
う
と

一
二
四

禅
僧
に
お
け
る
生
死
観
（
小
早
川
浩
大



畜
生
道

へ
堕
ち
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
元
来
、

異
類
中
行

と
は
こ
の
よ
う
な
否
定
的
意
味
を
持
つ
も
の
だ
が
、
沖
本
克
己
氏
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
南
泉
に
お
い
て
は
そ
れ
が
肯
定
的
意
味
へ
と
変
遷

２
す
る
。
後
日
、
南
泉
は
前
の
問
答
を
踏
ま
え
、
道
吾
円
智
（
七

六
九
〜
八
三
五
）
に
ど
の
よ
う
に
日
常
底
を
示
す
か
と
問
う
。
道
吾
は
そ
の
場
か
ら
即
座
に
僧
堂
に
入
る
こ
と
で
、
直
前
の
行
為
で
あ
る

把
針

と
い
う
作
務
を
指
し
示
す
。
南
泉
は
こ
れ
を
言
語
化
せ
ず
に
説
著
し
た
と
し
て

他
れ
却
た
是
れ
異
類
中
行
な
り

と
述
べ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
は

異
類
中
行

は
肯
定
的
意
味
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
も
う
一
人
、
雲
巌
曇

（
七
八
二
〜
八

四
一
）
は
二
人
の
や
り
取
り
を
理
解
で
き
ず
、
重
ね
て
南
泉
に
問
う
も
、
霊
利
な
る
が
ゆ
え
に
南
泉
と
の
機
縁
が
契
わ
な
か
っ
た
と
い

う

癡
鈍
底

の
対
極
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

次
に

水

牛

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
問
答
が
あ
る
。

①
師
欲
順
世
時
、
向
第
一
座
云
、

百
年
後
、
第
一
不
得
向
王
老
師
頭
上
汚
。

第
一
座
対
云
、

終
不
敢
造
次
。

師
云
、

或
有

人
問
、
王
老
師
什
摩
処
去
也
。
作
摩
生
向
他
道
。

対
云
、

帰
本
処
去
。

師
云
、

早
是
向
我
頭
上
汚
了
也
。

却
問
、

和
尚
百
年

後
向
什
摩
処
去
。

師
云
、

向
山
下
檀
越
家
作
一
頭
水

牛
去
。

第
一
座
云
、

某
甲
随
和
尚
去
、
還
許
也
無
。

師
云
、

若
随

我
、

一
茎
草
来
。

（

南
泉
和
尚

章
、
五
九
〇
頁

②
趙
州
問
、
知
有
底
人
向
什
摩
處
休
歇
去
。
師
云
、
向
山
下
作
一
頭
水

牛
去
。
趙
州
云
、
謝
和
尚
指
示
。

（

南
泉
和
尚

章
、
五
九
六
頁

こ
こ
で
は
、
臨
終
に
際
し
、
遷
化
後
を
問
わ
れ
た
南
泉
が

水

牛

に
な
る
と
答
え
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は

山
下
の
檀
越

家

と
あ
り
、
日
常
の
身
近
な
る
存
在
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
大
事
を
体
得
し
た
者
の
安
心
処

で
あ
る
と
も
い
う
。
つ
ま
り
、

水

牛

と
は

異
類
中
行

を
よ
り
徹
底
し
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
答
が

一
二
五

禅
僧
に
お
け
る
生
死
観
（
小
早
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浩
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南
泉
の
臨
終
間
際
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

３
来
世
に
お
い
て
は

水

牛

に
生
ま
れ
変
わ
ら
ん
こ
と
を
願
い
、
そ
れ
と
と
も
に
、
今

世
に
お
い
て
は
遷
化
の
そ
の
瞬
間
ま
で

異
類
中
行

を
徹
底
せ
ん
と
す
る
南
泉
の
宗
旨
の
表
明
が
な
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
こ
で

は
既
に

畜
生
道
に
堕
す

と
の
否
定
的
意
味
合
い
は
な
く
、

異
類
中
行

を
徹
底
し
、
日
常
底
を
行
ぜ
ん
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

３

曹
山
の
水

牛
に
対
す
る
解
釈
に
つ
い
て

さ
て
、
前
の
南
泉
和
尚
章

師
欲
順
世
時

の
問
答
に
は
、
続
け
て
曹
山
に
よ
る
以
下
の
問
答
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
②
に
つ
い

て
は
曹
山
和
尚
章
（
三
二
二
頁
）
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

①
又
僧
問
曹
山
、

只
如
水

牛
、
成
得
個
什
摩
辺
事
。

曹
山
云
、

只
是
飲
水
喫
草
底
漢
。

僧
云
、

此
莫
便
是
沙
門
辺
事
也

無
。

曹
山
云
、

此
是
沙
門
行
李
処
、
不
是
沙
門
辺
事
。

僧
云
、

如
何
是
沙
門
辺
事
。

曹
山
云
、

不
見
有
祖
仏
。

進
曰
、

如

何
是
沙
門
行
李
処
。

曹
山
云
、

常
在
塵
中
。

②
又
問
、

如
何
是
沙
門
相
。

曹
山
云
、

尽
眼
看
不
見
。
僧
云
、

還
被
搭
也
無
。
曹
山
云
、

若
被
搭
則
不
是
沙
門
相
。

如

何
是
沙
門
行
李
処
。

曹
山
云
、

頭
上
戴
角
、
身
上
被
毛
。

僧
云
、

此
人
得
什
摩
人
力
。

曹
山
云
、

終
日
得
他
力
、
只
是
行
不

住
。

僧
云
、

此
人
以
何
為
貴
。

曹
山
云
、

頭
上
不
戴
角
、
身
上
不
被
毛
。

③
又
問
、

沙
門
行
与
行
李
処
是
一
是
二
。

曹
山
云
、

亦
一
亦
二
。

如
何
是
一
。

曹
山
云
、

殺
仏
殺
祖
。

如
何
是
二
。

曹
山
云
、

被
毛
戴
角
。

④
又
問
、

従
凡
入
聖
則
不
問
、
従
聖
入
凡
時
如
何
。

曹
山
云
、

成
得
個
一
頭
水

牛
。

如
何
是
水

牛
。

曹
山
云
、

朦

一
二
六
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朦

地
。

僧
云
、

此
意
如
何
。

曹
山
云
、

但
念
水
草
、
余
無
所
知
。

僧
云
、

成
得
個
什
摩
辺
事
。

曹
山
云
、

只
是
逢

水
喫
水
、
逢
草
喫
草
。

⑤
又
問
、

如
何
是
一
頭
水

牛
。

曹
山
云
、

不
証
聖
果
。

如
何
是

一

草
来
。

曹
山
云
、

毛
羽
相
似
。

（

南
泉
和
尚

章
、
五
九
一
頁

ま
ず
、
①
に
お
い
て
曹
山
は

水

牛

に
つ
い
て

飲
水
喫
草
底
の
漢

と
答
え
、
そ
れ
が

沙
門
行
李
の
処

で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
は
後
に

常
に
塵
中
に
在
り

と
あ
る
こ
と
か
ら

日
常
底
・
現
実
態

を
指
す
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

沙
門
行
李
の

処

に
つ
い
て
は
、
①
で
は

祖
仏

と
い
う
分
節
の
無
い

本
来
性

を
指
す

沙
門
辺
の
事

と
と
も
に
、
ま
た
、
②
に
お
い
て
は

頭
上
戴
角
、
身
上
被
毛

と
表
現
さ
れ
、
無
相
で
あ
る

沙
門
相

と
対
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
③
に
お
い
て
は

被
毛
戴
角

と

表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
④
に
お
い
て

水

牛

と
は

聖
か
ら
凡
に
入
る

時
に
な
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
は

朦

朦

地
（＝

愚
鈍
）
、

但
だ
水
や
草
だ
け
を
念
い
、
余
は
知
る
所
無
し

、

只
だ
是
れ
水
に
逢
え
ば
水
を
喫
み
、
草
に
逢
え
ば
草
を

喫
す

と
し
て
表
わ
さ
れ
、
南
泉
の
い
う

癡
鈍
底

で
あ
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
⑤
に
お
い
て
は

聖
果
を
証

さ
ず

と
も
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、

水

牛

と
は

沙
門
行
李
の
処
（＝

日
常
底
）
、
つ
ま
り
常
に

塵
中
（＝

現
実
世
界
）

に
あ
っ
て
、
ひ
た
す
ら
無
心

に
黙
々
と
行
ず
る
存
在
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
曹
山
は
前
に
み
た
南
泉
の

水

牛

を
承
け
な
が
ら
、
さ
ら
に
そ
れ
を
沙
門
の
あ

り
方
と
し
て
独
自
に
捉
え
る
の
で
あ
る
。

曹
山
は
②
に
お
い
て
、
沙
門
と
は

頭
上
不
戴
角
、
身
上
不
被
毛
（＝

無
相
）

を
も
っ
て

貴
（＝

尊
貴
）

で
あ
る
と
示
す
こ
と
か

ら

本
来
性

を
認
め
る
。
さ
ら
に
、

聖
よ
り
凡
に
入
る

こ
と
や
、
沙
門
の
修
行
と
日
常
底
が

亦
た
一
、
亦
た
二

と
あ
る
こ
と

一
二
七

禅
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る
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（
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か
ら
、

本
来
性

と

現
実
態

と
を
回
互
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
小
川
隆
氏
が

４
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
南
泉
は

敢
え
て
異
類
と
な
っ
て

本
来
性
と
決
別
し
て
現
実
態
に
徹
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
曹
山
は
南
泉
の

水

牛

を
承
け
つ
つ
も
、
そ

れ
を

本
来
性

と

現
実
態

と
を
回
互
す
る
自
ら
の
家
風
へ
と
取
り
入
れ
る
。
後
に
、
そ
れ
は

披
毛
戴
角

と
し
て
用
い
ら
れ
、

日
常
底
に
あ
っ
て
黙
々
と
活
動
す
る
沙
門
を
示
す
語
と
な
り
、
曹
山
に
お
け
る

水

牛

と
も
い
う
べ
き
語
と
な
る
。
そ
し
て
、

披

毛
戴
角

は

三
種
堕

と
い
う
教
化
手
段
の
体
系
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

三
種
堕

は
、
こ
う
し
て
曹
山
の
家
風
を
踏
ま
え
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
石
井
修

５
道
氏
に
よ
れ
ば
、
曹
山
（
撫
州
宜
黄
県
）

に
お
い
て
は

五
位

の
大
系
を
も
っ
て
曹
洞
宗
教
団
の
指
導
原
理
と
し
、
積
極
的
に
教
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば

三
種
堕

も
そ
の
指
導
原
理
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に

三
種
堕

に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

４

曹
山
三
種
堕
に
つ
い
て

三
種
堕

に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
語
句
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
、

覚
範
慧
洪
（
一
〇

七
一
〜
一
一
二
八
）
の
著
作
に
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

林
間
録

（
一
一
〇
七
、

続
蔵
経
一
四
八
冊
）、

禅
林
僧
宝
伝

（
一
一

二
三
、

続
蔵
経
一
三
七
冊
）、

智
証
伝

（
一
一

６
三
四
）
に
録
さ
れ
、
後
に

人
天
眼
目

（
一
一
八
八
）
や

五
灯
会
元

（
一
二
五
三
）

な
ど
に
引
用
さ
れ
、
多
く
の
文
献
が
そ
れ
ら
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
世
に
お
い
て
は
、
永
覚
元
賢

洞
上
古
轍

（
一
六
四

四
）
に
よ
り
、
そ
の
記
述
や
解
釈
に
対
す
る
批
判
が
な
さ
れ
る
な
ど
の
議
論
を
生
ん
だ
も
の
で
も
あ
る
。

も
う
一
つ
は

重
編
曹
洞

７
五
位

に
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
武
蔵
葛
西
庄
見
性
寺
、
玄
峰
淵
龍
（
一
六
四
三
〜
？
）
に
よ

一
二
八
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り
刊
行
（
一
六
八
〇
跋
刊
、
以
下

五
位

、

続
蔵
経
一
一
一
冊
）
さ
れ
た
も
の
を
現
存
最
古
と
す
る
が
、
こ
れ
は
晦
然
（
一
然
、
一
二
〇
六

〜
一
二
八
九
）
編

五
位

（
一
二
六
〇
）
に
基
づ
き
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
録
さ
れ
る

三
種
堕

に
つ
い
て
は

四
種
異
類

と
と
も
に

従
此
至
終
抽
於
月
師
合
註
中

と
し
て
傑
堂
能
勝
（
一
三
五
五
〜
一
四
二
七
）・
南
英
謙
宗
（
一
三
八
七
〜
一
四

六
〇
）
撰

顕
訣
耕
雲
註
種
月

藁

（
一
四
四
七
撰
、
一
七
一
六
刊
）
か
ら
の
引
用
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
晦
然
編

五
位

に
ま
で
遡
れ
る
か
は
明
ら
か
で
は

８
な
い
。
柳
田
聖
山
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
日
本
曹
洞
宗
に
よ
る

後
代
の
改
変

を
受
け
な
い
古
い
テ

キ
ス
ト
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と

９
い
う
。
こ
こ
に
は

覚
範
の
著
作
に
見
ら
れ
る
も
の
以
外
の
内
容
も
伝
え
ら
れ
る
他
、
多
く
の
註
が
付

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

三
種
堕

に
つ
い
て
は
、

曹
山
本
寂
禅
師

章
曰
、
取
正
命
食
者
、
須
具
三
種
堕
。
一
者
披
毛
戴
角
。
二
者
不
断
声
色
。
三
者
不
受
食
。
時
会
中
有
稠
布
衲
問
、

披
毛
戴
角
是
什

堕
。
答
曰
、
是
類
堕
。
進
曰
、
不
断
声
色
是
什

堕
。
答
曰
、
是
随
堕
。
進
曰
、
不
受
食
是
什

堕
。
答
曰
、
是

尊
貴
堕
。

（

林
間
録

三
〇
六
左
上

と
の
よ
う
に
示
さ
れ
、
正
命
食
を
得
る
者
（＝

沙
門
）
が
具
す
べ
き
三
種
類
の
あ
り
方
と
し
て
、
①

披
毛
戴
角

、
②

不
断
声
色

、

③

不
受
食

を
挙
げ
、

①

類
堕

・
②

随
堕

・
③

尊
貴
堕

、

①

沙
門
堕

・
②

随
類

・
③

尊
貴
堕

と
し
て
各

堕
の
名
称
が
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

５

各
堕
の
内
容
に
つ
い
て

各
堕
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
註
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
主
な
註
を
掲
げ
、
そ
こ
か
ら
各
堕
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

一
二
九
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⑴
披
毛
戴
角
是
類

こ
こ
で
は

披
毛
戴
角

を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は

異
類
中
行

を
示
す
こ
と
か
ら

類

の
名
称
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
付
さ
れ
る
註
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

①

若
執
初
心
知
有
自
己
及
聖
位
、
故
曰
類
堕

（

林
間
録

三
〇
六
左
上

②

夫
冥
合
初
心
而
知
有
是
類
堕

（

禅
林
僧
宝
伝

曹
山
本
寂
章

二
二
三
左
下

③

一
曰
、
作
水

牛
是
随
類
堕
、
注
曰
、
是
沙
門
転
身
語
、
是
異
類
中
事
。
若
不

此
意
即
有
所
滞
。
直
是
要
伊
一
念
無
私
即
有
出

身
之
路

（

禅
林
僧
宝
伝

大
陽
警
延
章

二
四
八
左
下

④

披
毛
戴
角
堕
者
、
不
執
沙
門
辺
事
及
諸
勝
報
位
也
。

（

五
位

一
三
一
左
下
）

こ
こ
に
お
け
る
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
覚
範
に
よ
る
同
じ
箇
所
へ
の
註
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
記
述
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
註
釈
に
対
し
て
後
に
批
判
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

五
位

で
は
、
こ
の
堕
に
対
す
る
多
く
の
註
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は

三
種
堕

を

知
ら
ん
と
欲
さ
ば
則
ち
是
れ
異
類

中
に
入
り
て
、
沙
門
辺
事
を
認
め
ざ
れ

と
す
る
。
ま
た
、
④
に

披
毛
戴
角
堕
と
は
、
沙
門
辺
の
事
及
び
諸
の
勝
報
位
に
執
わ
れ
ざ
る

也

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
に
見
た
曹
山
の

僧
云
、
如
何
是
沙
門
辺
事
。
曹
山
云
、
不
見
有
祖
仏
。
進
曰
、
如
何
是
沙
門
行
李
処
。
曹

山
云
、
常
在
塵
中

を
踏
ま
え
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
他
に
も

作
水

牛
是
沙
門
堕

、

所
以
南
泉
道
、
智
不
到
処
切
忌
道
著
、
道

著
則
頭
角
生
。
喚
作
如
如
早
是
変
也
。
直
須
向
異
中
行
、
如
今
須
向
異
中
道
取
異
中
事
。

と
の
註
も
見
え
、
ま
た
、
こ
こ
を

沙
門
堕

と
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
か
ら
も
、
前
に
見
た
南
泉
や
曹
山
の
家
風
を
踏
ま
え
た
註
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
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⑵
不
断
声
色
是
随
堕

不
断
声
色

に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。

①
若
初
心
知
有
己
事
、
回
光
之
時
、
擯
却
声
色
香
味
触
法
、
得
寧

、
即
成
功
勲
後
、
却
不
執
六
塵
等
事
、
随
分
而
昧
、
任
之

10
即
礙
。

所
以
外
道
六
師
是
汝
之
師
、
彼
師
所
堕
。
汝
亦
随
堕
。
乃
可
取
食
。
食
者
即
是
正
命
食
也
。
食
者
亦
是
却
就
六
根
門
頭
見
聞
覚
知
、

只
是
不
被
佗
染
汚
。
将
為
堕
。
且
不
是
同
向
前

他
。

（

林
間
録

三
〇
六
左
上

②
又
云
、
随
類
者
、
祇
今
於
一
切
声
色
物
物
上
転
身
去
、
不
随
階
級
、
喚
作
随
類
堕
。

（

五
位

一
三
一
左
上

③
代
云
、
凡
情
得
尽
、
聖
量
亦
忘
、
声
色
塵
中
不
応
更
断
、
乃
可
取
食
、
是
為
随
類
堕
。

（

五
位

一
三
一
左
下

こ
こ
で
は
、

見
聞
覚
知

が
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
（
声
色
）
に
執
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
在
と
な
る
こ
と
、

ま
た
、
凡
情
を
尽
く
し
、
聖
量
も
ま
た
忘
れ
、
対
象
を
断
ち
切
り
よ
う
が
な
く
な
っ
て
こ
そ
沙
門
に
な
れ
る
と
す
る
。
前
の
曹
山
の
問
答

②
に
お
け
る

僧
云
、
此
人
得
什
摩
人
力
。
曹
山
云
、
終
日
得
他
力
、
只
是
行
不
住
。

と
し
て
、
沙
門
が
常
乞
食
で
あ
る
こ
と
を
示
す

箇
所
が
、
こ
の
堕
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
言
え
る
。

⑶
不
受
食
是
尊
貴
堕

不
受
食

に
付
さ
れ
る
註
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①
食
者
即
是
本
分
事
。
本
分
事
知
有
不
取
、
故
曰
尊
貴
堕
。

（

林
間
録

三
〇
六
左
上

②
又
云
、尊
貴
堕
者
、
法
身
法
性
是
尊
貴
辺
事
。
亦
須
転
却
是
尊
貴
堕
。
祇
如
露
地
白
牛
是
法
身
極
則
。
亦
須
転
却
、免
他
坐
一
色
無
弁

一
三
一
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処
。
並
是
称
断
供
養
辺
事
。
欲
須
供
養
、
須
得
此
食
。
所
以
無
味
之
味
亦
云
無
漏
是
堪
供
養
。
並
余
触
汚
之
食
非
無
漏
解

之
食
也
。

有
人
問
百
丈
以
何
為
貪
。
云
無
漏
為
貪
。
雲
巌
云
、莫
将
以
味
為
供
養
。
道
吾
云
、知
有
保
任
処
尽
是
供
養
。
（

五
位

一
三
一
左
上

こ
こ
で
の

食

と
は

本
分
の
事

で
あ
り
、
そ
れ
が

有
る
を
知
り
て
取
ら
ず

と
す
る
こ
と
を

不
受
食

と
す
る
。
ま
た
、

尊
貴
堕

と
は

尊
貴
辺
事

で
あ
る

法
身
法
性

を

転
却
す
べ
し

と
も
註
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
尊
貴
に
留
ま
ら
な
い
こ

と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、

三
種
堕

と
は
、

披
毛
戴
角

に
お
い
て
は

沙
門
が
沙
門
に
留
ま
ら
ず
、
日
常
底
を
黙
々
と
行
ず
る
こ
と

、

不
断

声
色

に
お
い
て
は

あ
ら
ゆ
る
知
覚
対
象
に
執
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
在
で
あ
る
こ
と

、

不
受
食

に
お
い
て
は

本
分
の
事
を
染

汚
す
る
こ
と
な
く
、
尊
貴
に
留
ま
ら
な
い
こ
と

と
の
三
つ
を
教
え
示
し
た
修
行
者
に
対
す
る
教
化
手
段
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

６

曹
山
三
種
堕
の
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題

三
種
堕

に
対
す
る
註
に
お
い
て
は
字
句
・
解
釈
の
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に
後
世
で
は

堕

に
対
す
る
解
釈
が
問
題
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
永
覚
は

洞
上
古
轍

に
て
、
前
に
挙
げ
た
覚
範
の

類

に
対
す
る
註
釈
に
次
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
す
る
。

如
云
本
分
事
知
有
不
取
。
故
曰
尊
貴
堕
。
是
堕
字
作
借
義
説
。
下
文
又
云
、
執
初
心
知
有
自
己
及
聖
位
為
類
堕
、
是
又
作
実
堕
了
。

其
謬
甚

。

（

続
蔵
経

一
二
五
冊
三
六
二
左
上

こ
こ
で
は

尊
貴
堕

に
お
け
る

堕

が

自
在
（＝

借
義
）

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

類

に
お
い
て
は
実
義
と
し
て
註

釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
誤
り
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
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な
お
、

堕

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
性
統
編

五
家
宗
旨
纂
要

（
一
七
〇
三
）
巻
二
中
の
三
山
灯
来

一
六
一
四
〜
一
六
八
五

の
語
に
、

堕
有
堕
落
、
堕
除
二
義
。
苟
滞
在
三
者
中
、
便
是
堕
落
、
能
向
三
者
中
、
有
出
身
処
、
便
為
堕
除
。
若
論
披
毛
戴
角
是
類
堕
、
不
断

声
色
是
随
堕
、
不
受
食
是
尊
貴
堕
、
則
堕
落
之
義
為
是
。
若
論
曹
山
須
具
三
種
堕
之
言
、
則
堕
除
之
義
為
是
。
如
上
所
註
二
義
兼
該
。

大
約
三
種
看
来
、
須
明
転
位
始
得
。
識
者
弁
諸
。

（

続
蔵
経

一
一
四
冊
二
七
一
左
上

と
し
て
、

堕

に

堕
落

と

脱
落

と
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
他
、
清
の
銭
伊
庵

宗
範

（
一
八
三
五
）
巻
二
（

続
蔵

一
一
四
冊
三
三
九
右
上
）
に
も
解
釈
が
列
記
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
論
議
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、
我
が
国
で
は
、
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
〜
一
七
六
九
）
が

建
康
普
説

（
一
七
六
五
）
に
お
い
て
覚
範
や

洞
上
古
轍

の
解

釈
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、

堕

を

堕
在
（＝

実
義
）

と
し
て
捉
え
、
そ
れ
に
執
わ
れ
ず

自
在

と
な
る
の
は
別
に

転
身

と
し
、

堕

と
は
切
り
離
し
た
解
釈
を
す
る
の
で

11
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

堕

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
論
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
個
々
の
修
行
観
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
教
化
手
段
で
あ
る

三
種
堕

を
形
骸
化
、
固
定
化
さ
せ
る
こ
と
で
生
死
に
落
ち
込
ま
せ
ぬ
よ
う
取
り
組
ん
だ
も
の
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

７

ま

と

め

以
上
、
本
稿
で
は

曹
山
三
種
堕

を
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
は
修
行
者
に
対
す
る
教
化
手
段
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
に

こ
れ
ら
機
関
は

人
天
眼
目

に
て
集
大
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
硬
直
化
し
た
宗
旨
で
あ
る
と
の
批
判
も
な
さ
れ
た
が
、

三
種
堕

に
お

い
て
は
そ
の
解
釈
に
批
判
を
加
え
な
が
ら
曹
山
の
家
風
と
し
て
承
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
は
、
来
世
に

一
三
三

禅
僧
に
お
け
る
生
死
観
（
小
早
川
浩
大



お
い
て
は

水

牛

に
転
身
せ
ん
と
し
、
今
世
を

異
類
中
行

に
徹
底
す
る
南
泉
の
宗
旨
と
、
そ
れ
を
承
け
つ
つ
、
本
来
性
と
回
互

し
な
が
ら

披
毛
戴
角

と
し
て
日
常
底
を
黙
々
と
行
ぜ
ん
と
す
る
曹
山
の
姿
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

註１

名
称
に
つ
い
て
本
稿
で
は
一
番
早
く
立
項
さ
れ
た

人
天
眼
目

に
基
づ
く
。
こ
れ
以
外
に
は

曹
山
三
堕

、

三
等
之
堕

が
あ
る
。

２

沖
本
克
己

異
類
と
い
う
語
を
め
ぐ
っ
て
そ
れ
は
も
と
も
と
経
論
家
と
の
対
論
の
中
に
現
わ
れ
た
教
理
上
の
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ

が
や
が
て
南
泉
自
身
に
そ
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
揺
れ
動
き
が
あ
り
、
否
定
的
な
概
念
か
ら
や
が
て
水

牛
と
同
化
し
て
肯
定
的
な
意
味
に
変

遷
し
て
行
く
ド
ラ
マ
の
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
（

禅
思
想
形
成
史
の
研
究

四
一
〇
頁
、
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

一
九
九
八
）

３

転
生
に
つ
い
て
以
下
の
指
摘
が
あ
る
。
柳
田
聖
山

い
っ
た
い
異
類
中
行
と
は
何
か
。
今
生
は
と
て
も
成
仏
で
き
ず
、
家
畜
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
、
そ
の
次
に
人
間
と
な
り
、
成
仏
の
可
能
性
を
も
つ
。
と
て
も
気
の
な
が
い
話
で
あ
る
。
（

唐
代
の
禅
宗

一
〇
五
頁
、
大
東
出

版
社

二
〇
〇
四
）

尾
崎
正
善

さ
て
、
こ
の
水

牛
の
問
題
は
、

畜
類
償
債

と
も
名
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
は
、
今
世
で
の

業

を
全
て
引
っ
提
げ

た
ま
ま
、
来
世
に

畜
生

に
生
ま
れ
変
わ
り
そ
れ
を
償
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（

山

一
五
三
頁
、
臨
川
書
店

二
〇
〇
七
）

４

小
川
隆

南
泉
は
言
っ
た
。
本
来
性
を
言
語
で
分
別
し
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
を
す
れ
ば
畜
生
道
に
堕
ち
、
現
実
態
の
差
別
・
迷
妄
の
な
か

で
も
が
き
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
し
か
し

或
い
は
だ
か
ら
こ
そ

自
分
は
敢
て
一
個
の
異
類
と
な
っ
て
現
実
の
底
を
歩
ん
で

ゆ
く
の
だ
と
。
南
泉
は
本
来
性
と
絶
縁
し
、
現
実
態
に
徹
す
る
こ
と
で
、
石
頭
系
の
人
々
と
は
逆
の
方
向
に
馬
祖
禅
を
突
破
し
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
自
か
ら
一
頭
の

水

牛

と
な
っ
て
生
き
た
南
泉
な
ら
で
は
の
、
厳
粛
で
壮
絶
な
言
で
あ
る
。
（

唐
代
禅
宗
の
思
想

、

東
洋
文
化

一
一
二
頁
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
三
）

５

石
井
修
道

宋
代
禅
宗
史
の
研
究

一
九
二
頁
（
大
東
出
版
社

一
九
八
七
）、

中
国
禅
宗
史
話

四
一
七
頁
（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九

八
八
）
参
照
。

６

智
証
伝

に
は

不
断
声
色
堕
、
随
堕
、
尊
貴
堕

と
し
て
、
他
と
異
な
る
三
種
堕
を
取
り
上
げ
る
。

７

本
書
の
成
立
に
つ
い
て
は
宇
井
伯
寿

第
三
禅
宗
史

二
五
三
頁
（
岩
波
書
店

一
九
四
三
）、
志
部
憲
一

重
編
曹
洞
五
位

に
つ
い

一
三
四

禅
僧
に
お
け
る
生
死
観
（
小
早
川
浩
大



て

（

宗
学
研
究

二
八
、
二
二
一
頁
、
一
九
八
六
）
参
照
。

８

松
田
陽
志

顕
訣
耕
雲
註
種
月

藁

に
お
け
る
偏
正
五
位
説
の
諸
問
題
（
前
）
（

駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報

二
八
、

八
六
頁
、
一
九
九
五
）

９

柳
田
聖
山

唐
代
の
禅
宗

一
一
八
頁
（
大
東
出
版
社

二
〇
〇
四
）

10

五
位

で
は

堕
而
不
昧
、
任
之
無
礙

と
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

11

拙
稿

永
覚
元
賢
の
覚
範
批
判

曹
山
三
堕

の
解
釈
か
ら

（

宗
学
研
究
紀
要

二
一
、
二
〇
〇
八
）、

面
山
瑞
方

建
康
普

説

に
関
す
る
一

察

第
十
三

曹
山
三
堕
普
説

の
説
示
に
つ
い
て

（

宗
学
研
究
紀
要

二
二
、
二
〇
〇
九
）
参
照
。

一
三
五

禅
僧
に
お
け
る
生
死
観
（
小
早
川
浩
大
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